
 第一生命ホールディングス経営企画ユニット⾧の西村です。
 本日は、第一生命グループの2022年3月期第3四半期決算報告の電話会議に
ご参加いただきまして、ありがとうございます。

 本日、決算報告とは別に、第一生命における金銭不正取得事案を踏まえた体制
強化や再発防止等の取組状況の報告をリリースしております。当社グループでは、
引き続き、経営品質の刷新に向け、一丸となって取組みを進めてまいります。

 では、私から資料に沿って決算概要をご説明し、残りの時間を質疑応答とさせて
いただきます。

 2ページをご覧ください。





 本日のポイントを以下の3点にまとめました。
 まず、新契約業績です。国内の新契約年換算保険料は、新型コロナ発生前の前々年
同期比で△6%となりました。第一生命は、新契約件数は前々年同期を上回りました
が、既契約者の保障見直し(転換)を中心とした営業活動により、新規のお客さまからの
ご契約の占率が低下したこと等が影響し、未だ回復途上と考えています。第一フロンティ
ア生命は回復傾向に推移しており、ネオファースト生命は、前期から引き続き新契約が
順調に拡大しました。

 国内の新契約価値は、全体で進捗率約90%、第一生命は約88%となりました。やや
高めの進捗率ですが、通期計測時のユニットコスト上昇見込み等を踏まえると、概ね想
定内と考えています。第一生命では、上期に収益寄与の小さい保障見直しが多く発生
しました。第3四半期(10-12月の3か月)では、件数の約2割に低下していますが、引き
続き一定割合を占めている状況です。

 海外の新契約年換算保険料は、ベトナムにおいて新型コロナの感染拡大に伴うロックダ
ウンの影響が生じたものの、全体として引き続き堅調さを維持しています。

 続いて、連結利益です。グループ修正利益・連結純利益ともに、第一生命の運用収支
の回復や米プロテクティブの利益改善等により、前年同期比で大幅な増益となりました。

 グループ修正利益は通期予想に対して順調に進捗しており、第4四半期に予定してい
る第一生命の追加出再や第一フロンティア生命での修正共同保険式再保険(サープラ
ス・リリーフ)の一部解約に伴う一時的な費用計上、足元の金融市場変動等を踏まえる
と、想定内と考えています。

 連結純利益は、来期からのグループ通算制度の導入に伴う繰延税金資産の増加によ
り、第4四半期に一時益が発生する想定に変更はありません。

 最後に経済価値指標です。グループEEV・資本充足率(ESR)ともに前期末から上昇
し、ESRは9月末からは+5%ptとなりました。

 次のページをご覧下さい。



 新契約業績について説明します。
 第一生命では、6月に発売を開始した「入院一時金保険(限定告知型)」が若年層を
含む幅広い年齢層から支持され、新契約件数は前々年同期を上回る水準となりました。
しかしながら、年換算保険料では引き続き、新型コロナの見通しに不透明感が残る中、
1月に発売した「総合医療一時金保険」への医療保険間での変更(約2割)を含め、既
契約者の保障見直しが件数全体の約7割となり、新契約業績は回復途上と考えてい
ます。

 現在、第一生命では、来期に向けた商品・コンサルティング体制の構築や生涯設計デザ
イナー給与体系を含めた制度改定の検討を行っています。また、昨年12月下旬に提供
を開始したお客さまとのコミュニケーション情報サイトである「ミラシル」等、CXデザイン戦略
に基づくデジタル接点の強化も今後本格化し、新しいお客さまへの販売力強化や生産
性の改善を図っていきます。

 第一フロンティア生命では、海外金利の水準が大きく異なることもあり、前々年同期を下
回りましたが、主に外貨建の資産形成商品や生前贈与型の新商品の販売により月次
ベースでは回復基調にあります。一方、ネオファースト生命では、4月に主力商品である
医療保険の三大疾病保障の支払事由を拡大する等の商品改定を行ったことや、お客
さまの健康年齢により保険料を決定する特定生活習慣病入院一時給付保険等の販
売が引き続き堅調に推移しました。

 海外各社は、前期の新型コロナ感染拡大下においても概ね堅調でしたが、当期も引き
続き伸展しています。前年同期比では、米プロテクティブで法人を契約者・受取人とする
保険商品や変額年金の販売が増加し、豪TALも個人・団体保険ともに増加しました。
第一生命ベトナムも、主要都市のロックダウンの影響がありましたが、上期の大幅な新契
約の進展から、累計ではプラスを維持しています。前々年同期比では、豪TALの前々年
同期における超大型の団体保険獲得からの反動を除けば、海外全体・グループ全体と
もに増加しています。

 次のページをご覧下さい。



 連結利益について説明します。
 グループ修正利益は、前年同期比で大幅に改善しました。前年同期における金融市場
の急激な変動等に伴う損失から、当期は改善したことが主な要因です。

 第一生命では、金融派生商品損益を中心にキャピタル損益が大幅に改善し、株式配
当や投信関連損益等が順ざや増加に寄与しました。

 米プロテクティブでは、評価損益を中心とした営業外損益が大きく反転しました。保険金
支払の増加に加え、第3四半期(7-9月)に新型コロナ等による死亡率の上昇を反映し、
主にリテール事業の損益が悪化しましたが、全体では前年同期を上回る水準を確保し
ています。

 豪TALは、豪州金利のイールドカーブが前期末比で大きくフラットニングしたこと等を受け、
資産・保険負債の時価変動による損益がマイナス方向に影響しましたが、基礎的収益
力に大きな改善が見られています。第一生命ベトナムは、順調に利益を拡大しました。

 連結純利益では、海外金利変動や期間の経過に伴うMVAの取崩しにより、第一フロン
ティア生命のMVA関連損益等がプラスに寄与しました。

 次のページをご覧下さい。



 経済価値指標についてまとめています。
 グループEEVは前期末比で増加、9月末比ではほぼ横這いとなりました。前期末比では、
主に第一生命において、国内で超⾧期のフォワード・レートが上昇したことや株式等の含
み益が拡大したことが寄与しました。

 国内の新契約価値は、全体で約790億円となり、11月修正予想に対して約90%の
進捗率となりました。

 うち第一生命の新契約価値は、約88%の進捗率となりました。通期計測時のユニット
コスト上昇見込み等を踏まえると、概ね想定の範囲内での進捗ですが、第3四半期
(10-12月の3か月)においても、収益寄与の小さい医療保険間の保障見直しが件数
全体の約2割を占めており、新契約収益には一定の下押し圧力が残っています。

 第一フロンティア生命の新契約価値は、新商品効果もあり、販売実績が想定をやや上
回って推移しています。ネオファースト生命では、医療保険を中心とした順調な販売拡
大が寄与しました。

 資本充足率は、EEVの成⾧等により資本量が増加したことに加え、市場関連リスク削
減の順調な進展が金融市場変動に伴う統合リスク量の増加を抑制し、前期末比
+22%ptとなりました。9月末比では、来期の第一生命における劣後借入の弁済も見
据えた劣後債調達の実施等により資本量が増加し、+5%ptとなりました。

 次のページをご覧下さい。



 経常項目を含めた、11月に修正した通期予想に対する進捗です。
 グループ修正利益・連結純利益ともに順調に推移しており、想定内の進捗であることか
ら、現時点で通期予想に変更はありません。

 また、来期より適用検討中のグループ通算制度の導入、および第4四半期における一
時益の発生についても、想定に変更はありません。

 次のページをご覧下さい。



 最後に参考として、第一生命の外貨建債券運用の状況について補足します。
 第一生命では、ALMに基づくバランス運用において、広義の確定利付資産運用の一環
として為替ヘッジ付外債を約7兆円、リスク性資産運用としてオープン外債を約1.7兆円
保有しています。通貨別では、米ドル、ユーロ、豪ドルを中心に、現在17通貨に投資し
ています。

 債券種類では、国債以外の社債等へも分散された構造となっており、投資先の信用力
等に基づく運用ガイドラインに基づき、厳格なリスク管理の下で、インカム収益と時価変
動を踏まえたトータルリターンの向上を企図した運用を行っています。

 現在、米国を中心に海外金利のボラティリティが高まっていますが、第一生命では、今後
の市場見通し等を踏まえ、為替ヘッジ付外債では上昇が見込まれるヘッジコストも考慮
し、運用利回りの向上を目的とした機動的な残高コントロールを実施していきます。

 私からの説明は以上です。












































































